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日頃より、仙台市の文化財保護行政に対しまして、多大の御

協力をたまわ り、担当する仙台市教育委員会にとりまして、誠

に感謝にたえません。

茂庭地区は仙台市南西部でも遺跡が数多く分布している地域

であ ります。近年、当該地区においても、国道バイパス建設や

公共事業関係の開発が盛んに行なわれ、それらに伴って多くの

遺跡の調査が実施され、先人の生活文化の様相が解明されつつ

あることは、よろこばしい反面、遺跡の保存に関する種々の問

題が露呈していることも事実であ り、文化財保護の問題となっ

ていることも否めないところであります。

この度の上ノ原山遺跡の調査は、平成元年度から三年度まで、

国道286号線の改良工事に先立って実施し、平安時代の集落の一

端とみられる竪穴住居跡や当時の上器類、縄文時代の集落およ

び狩猟生活を偲ばせる竪穴住居跡や落し穴、旧石器時代の石器

などさまざまな資料が切らかになってお ります。調査の成果か

ら本遺跡は旧石器時代から平安時代にいたる長い期間にわたっ

て営まれた遺跡であることがわかってまいりました。

調査に際しましては多 くの方々の御協力、御助言を頂きまし

たことを深く感謝申し上げる次第であります。先人の残した文

化遺産を市民の宝として永 く後世に継承していくことは、これ

からの「まちづくり」には欠かせない大切なことであ ります。

今後共、市民各位の御協力を念願して序といたします。

平成 7年 3月

仙台市教育委員会

教育長 坪 山 繁



次目

序

例言

I.調査に至る経過 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 1
1.調査要項 …………………………………… …… …… …………………・………… … …………… … ……… ………… 1
Ⅲ.調査の方法と経過 …………………………… … … … ………………… …… ……………… … … …… ………… 2

Ⅳ.基本層序 …………………………………………………………………………Ⅲ…………………………………………………………………… 7

V.検出遺構と出土遺物 ‥…………………… …… … ……… ……………・…… … ……………… … … …… …………… 13
1.検出遺構 ―…………………………………… …… ……………………………… … ……… …… … …… …………… 13
2.出土遺物 ………。……… ……………… …… …… ……… ………………… … … …………… … …… ………………25
Ⅵ。まとめ …………………………………・…Ⅲ………・…………………Ⅲ…・………Ⅲ…………………………・59

写真図版 ………………………Ⅲ………………………………………………………………・………Ⅲ…………・61

ロ

1.本書は国道286号線改良工事に係る上ノ原山遺跡の調査報告書である。
2.発掘調査は仙台市教育委員会が主体となり、平成元年10月 2日 より平成 3年 9月 21日 まで実施した。
3.出土遺物の整理と報告書作成は主浜光朗が担当し、熊谷裕行が補佐した。
4.遺跡の地理的環境及び歴史的環境については、「茂庭けんとう城・東館遺跡発掘調査報告書」『仙台
市文化財調査報告書第137集』を参照していただきたい。

5。 本書の文章、実測図中の方位は真北で統一してある。

6.本書中の上色については「新版標準土色帖」 (小山、竹原 :1975)を使用した。
7.本書第 1図は建設省国土地理院発行の 5万分の 1「仙台」を使用した。
8.本書中の遺構図中の焼面及び土師器の黒色処理についてはスクリントーンで示した。
9.調査及び整理作業について以下の方から指導助言を賜わった。記して感謝の意を表します。
鎌田俊照、梶原 洋、原河英二、蟹沢 聡、石川賢一、岡村道雄、会田容弘
10。 本調査における出土遺物、図面、写真等は仙台市教育委員会で一括保管しているので活用されたい。
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I。 調査に至る経過

官城県道路建設課で持っていた、昭和57年から昭和63

年度までに実施する一般国道286号線改良計画について、

全路線のうち仙台市茂庭工区西半は、昭和63年度までに

工事を終了する予定であった。この地区では、町田遺跡、

西町遺跡の 2遺跡について発掘調査が必要となった。茂

庭工区東半部は、昭和62年春に予定地内を分布調査した

結果、縄文時代早期末の土器が採集される上ノ原山遺跡

が新たに発見され、昭和62・ 63年度に発掘調査が必要と

なったが、用地交渉が難航し、土地買収ができなかった

ため、昭和62年度の調査から除外され、昭和62年度には

第 1図 遺跡位置図

茂庭工区西半部の 2遺跡についてのみ官叛県文化財録護課による発掘調査が実施された。その後平成元年度までに用

地買収は終了し、発掘調査に着手する連びとなった。平成元年度に仙台市が政令指定都市に昇格したことによる道路

法第17条の管理の特例により、仙台市が新設改築及び管理を行なうこととなったため、仙台市建設局道路部より平成

元年10月 、遺跡発掘通知が提出され、仙台市教育委員会文化財課によって発掘調査を行なうことになうた。

工.調査要項

遺 跡 名  :上 ノ原山遺跡 (仙台市文化財登録番号 :

調 査 場 所  :仙台市太白区茂庭字上ノ原山地内

調査対象面積 :8,000Υ (調査面積 :約6,5004r)

調 査 期 間  :1989年度  自 1989年 10月 2日

1990年度  自 1990年 4月 19日

1991年度  自 1991年 4月 10日

C-307 宮城県遺跡番号01423)

至  同 12月 25日

至 1991年 3月 31日

至  同 9月 21日

調 査 主 体  :仙台市教育委員会

調 査 担 当 :仙台市教育委員会文化財課

担当職員 1989年度 熊谷幹男 1990年度 熊谷幹男、主浜光朗、五十嵐康洋

1991年度 主浜光朗、熊谷裕行

調査参加者 :大海 厚、小松 愛、小山つるよ (野外調査、室内整理合)

赤間共栄、浅利五郎、伊藤幸子、板山つねよ、岩間かつえ、遠藤いな子、遠藤すげ子、大沢すゑ、太田

美和、沖中光三、奥平よう子、加藤さき子、加藤ゑなよ、叶 誠、川村 信、菊地恵子、熊沢とも、小

塚 静、小山 繁、斎藤恵子、笹川光夫、佐藤勝見、佐藤きみ子、佐藤清治、佐藤とみ江、佐藤直成、

佐藤 宏、佐野たみえ、島貫美代、庄子勝子、鈴木きぬ子、住吉貞子、清野 寛、高橋たづよ、高橋ま

さ子、丹治忠作、富永美輪子、夏井正雄、成田アヤ子、西本 博、支倉 喜久衛、三浦つよの、嶺岸イ

ツ子、嶺岸わくり、宮沢正人、森 金三、森 ミヨノ (以上野外調査のみ)

小林由美、佐藤洋子、佐藤留美子、津島久子 (室内整理のみ)

調 査 協 力 :猪股太、大睦建設



Ⅲ.調査の方法と経過

今回の調査では、丘陵の開削を伴う工事であるため、道路敷よりかなり広い約70mの幅で長さ約120mの約8,0004r

が調査の対象面積となった。遺跡は茂庭けんとう城の南端部に隣接して位置しており、けんとう城に関係する施設が

検出されることも考えられたため、杉林の伐採、下草刈の後、発掘調査に先立って株式会社夕くスコに委託し、航空測

量によって地形測量を実施した。

1989年度には、調査区内を通る道路及び地形によって、調査区を I～ V区に設定し、排土処理の関係上、 I～Ⅲ区

の表土を先行して排除し、」F土はV区に仮置きすることとして、重機によって表土を排除し、その後人力によって平

削り作業を行なった。調査区内に、真北線を基準線として、 3m× 3mの グリットを設定し、南北軸を南からアラビ

ア数字で表わし、東西軸を西からアルファベット文字で25区切毎にAA～AT、 BA～BT… と表わし、両者の組合せ

でグリッド名を表わすこととした。平面図の基準は国家座標第XttX=-198。 216km・ Y=-2.668km(I区 )、 X=
-198.216km e Y=-2.638km(Ⅱ 区)、 X=-198。 156km・ Y=-2.668km(Ⅲ 区)である。

I区については、旧石器時代の石器が出土するかどうかを確認するために、AE、 AH、 AKラ インに、工区では

AQ、 AR、 ATラ インにトレンチを設定し、掘り下げた。その結RAE、 畑 ラインから計 8点の石器が検出され、1990

年以降に本格的な旧石器時代の調査を行うこととし、 I～Ⅲ区に関する航空測量のための写真撮影を行なった。

1990年度は、工事の工程上の都合でⅡ区から調査を再開した。調査区の南東端に 1ないし2段の段が認められる部

分があり、けんとう城に関係した平場やその他の施設の有無を確認するため、3本のトレンチを設定し、掘り下げた。

その結果、人為的に作り出された遺構の痕跡は認められず、段状の部分はけんとう城に関係するものではないと考え

られた。I区の西側では縄文時代以降の土坑が 7基検出された。その後旧石器時代の調査区を設定し、AP～BC-25

～32の範囲にわたって火山灰層を掘り下げ、AP～ AQ、 AS・ BAラ インを礫層上面まで掘 り下げた。掘 り下げは、ス

コップを用いて数ctllの深さに約 l clll刻みで掘り下げ、遺物を検出した段階で、草削りや草掻きを用いて慎重に掘り下

げながら遺物の検出につとめるという方法をとったが、旧石器時代の遺構、遺物は検出されなかった。工区の調査後、

I区の調査と平行して、V区に仮置きしてあった I～Ⅲ区の排土を重機で工区に移動し、同時にⅣ区の表土排除を行

なった。 I区では、縄文時代の竪穴住居跡 2軒、縄文時代以降の土坑13基が検出された。その後旧石器時代の調査区

を設定し、Ⅱ区と同様の方法でAC～AL-24～32の範囲にわたって、火山灰層を掘 り下げ、そのうちAE、 AHラ イ

ンのグリッドを中心に礫層上面まで掘り下げた。その結果、旧石器時代の石器が「川崎スコリア層」の上層及び下層

から検出された。遺物が集中して出土した部分の周辺の任意の範囲で土壌をサンプリングし、チップ等の微小遺物の

検出のための水洗作業についても調査と平行して行なった。 I区の調査の終了後、Ⅲ・ V区の平削り作業を行ない、

Ⅲ・ V区に関する航空測量の写真撮影を行なった。

1991年度は、Ⅲ・ V区の調査を行ない、平安時代の竪穴住居跡 1軒、縄文時代以降の土坑12基が検出された。その

後旧石器時代の調査区を設定し、ICⅡ 区と同様の方法でAC～AP-41～ 55の範囲にわたって、火山灰層を掘 り下げ、

ACラ インのグリット及び 8ケ所のトレンチを設定して礫層上面まで掘り下げた。その結果旧石器時代の石器及び溝

状の土坑が検出された。Ⅲ、V区の調査では、調査排上の運搬作業を軽減し作業の効率化を図るため、排土の移動に

ベルトコンベアーを用いた。

検出された遺構の記録は、遣り方測量を用いて1/20の平面図及び土層断面図、エレベーション図を作成した。出土

遺物の記録は、1/20の平面図に地点を記入し、遺物カードに遺物番号、出土地点、出土層位、レベル等を記録した。

記録写真は、35111111版及び 6× 7版の白黒及びカラーリバーサルを用いた。調査区の全体図及び地形図については、前

述のように航空測量を用いた。



国道286号茂庭地形測量

第 2図 遺跡周辺の地形と調査区





Ⅳ.基本層序

今回の調査では、 I・ Ⅲ・V区については、調査中に層相の検討を行ない、層序の統一を計ることができたが、工

区については現場での検討ができなかったため別に記述することにする。

I・ Ⅲ・Ⅳ区の層序

I・ Ⅲ・V区では、表土 (第 1層)から基盤の礫層 (第23層 )まで、大別23層、細別で32層確認された。

第 1層 表土層である。ほとんどが草木根や植林による撹乱を受けているが、全体的な土色は褐色 (10YR 4/4)で

ある。シルトであるが、一部に粘土質ンルトの部分もみられる。しまりはなく、粘性も弱い。戊化物を合み、縄文時

代、平安時代の遺物が出土している。

第 2層 暗褐色 (10YR 3/3) シルト。しまりは弱く、粘性はやや強い。調査区の北側、Ⅲ、V区に厚く堆積して

おり、南側では薄くなっている。全体的に炭化物を多く含み、ところどころに径 5111111前後の白色粒がみられる。縄文

時代、平安時代の遺物が出土している。

第 3層 暗褐色 (10YR 3/4) シルト。しまりは弱く、粘性は強い。 I区南半部及びⅢ区南東部では薄くなり、分

布のない部分もみられる。戊化物を含んでおり、縄文時代の遺物が出土している。

第 4層 暗褐色 (10YR 2/2) 粘土質シルト。しまりは弱く、粘性はやや強い。 I区 とV区の間の谷状の部分で特

に厚く堆積しているが、Ⅲ区東部には分布していない。灰化物及びロームブロッタを含み、部分的に径 1～ 5111111程度

の砂礫を含んでいる。縄文時代の遺物が出土している。

第 5層 褐色 (10YR 4/4) シルト。火山灰層への漸移層。しまり、粘性ともに弱い。調査区全体にはぼ均―に分

布している。全体的に炭化物の細片をまばらに合み、倒木による撹乱がところどころにみられる。上面で竪穴住居跡

及び土坑が検出された。 I区では縄文時代と旧石器時代の遺物が混在して出上しており、Ⅲ・V区では旧石器時代の

遺物が出土している。

第 6層 褐～黄褐色 (7.5YR 4/6～10YR 5/8) 粘土質ツルト。火山灰層。Ⅲ・V区では 2層に細分される部分が

あり、上層が責褐色上で、南側及び東側に向かって薄くなっている。下層は調査区全域にはぼ均―に分布している。

しまりは弱く、粘性はやや強い。反化物がまばらに含まれている。旧石器時代の遺物が出土している。

第 7層 黄褐色 (10YR 5/8) 粘土質ツル ト。火山灰層。しまり、粘性ともにやや強い。Ⅳ区では 2層に細分され、

上層が川崎スコリア層を含む固結部に相当する層 (俗称 :バ ンバン)であると考えられ、遺存状況の良好な部分もみ

られる。 I・ Ⅲ区ではスコリア層はブロック状に含まれる程度で遺存状況は良くない。南側及び東側に向かってより

散漫な集積状況になっている。V区では上面で土坑が検出された。旧石器時代の遺物が出土している。

第 8層 褐色 (10YR 4/6) 粘土。火山灰層。しまりはやや強く、粘性は強い。調査区全体にはば均―に分布して

いる。マンガン粒及び赤褐色土粒がまばらに含まれる。旧石器時代の遺物が出上している。

第 9層 責褐色 (10YR 5/8) 粘土c火山灰層。しまり、粘性ともに強い。 I区の西側、V区の北東部に分布して

いる。マンガン粒及び赤褐色土粒が全体に見られる。木根が影響したものと考えられるしまりのない部分がところど

ころにみられる。旧石器時代の遺物が出土している。

第10層 粥責褐色 (10YR 6/8) ツル ト質砂。しまりは強く、粘性は弱い。 I区では北側及び西側に向かって薄く

なり、V区では南西側に向かって薄くなっている。 I区の北側では褐色 (10YR 4/4)を呈する部分があり、Ⅳ区南

部では黄褐色 (10YR 5/6)を呈する部分がある。全体に径 l llllll程度のマンガン粒を含み、ところどころに径 1911程

度の小礫を含んでいる。

第11層 明黄褐色 (10YR 4/6) ツル ト質砂。しまりは強く、粘性は弱い。 I区では全体にみられるが、Ⅳ区では

北側及び西側に分布し、南東部にはみられない。全体に径 l llllll～ l clllの マンガンを多く合み、下部に酸化鉄の集積が

認められる部分がある。
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(1
0Y
R 
3/
4)
ン
  
ル
  
ト
炭
化
物
を
含
む
。

4
4
黒
  
褐
(1
0Y
R 
2/
2)

炭
化
物
 
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
、
小
礫
(径
1～
5 
ml
)を
含
む
。

褐
  
(7
5Y
R 
4/
4)

倒
木
の
範
乱
あ
り
。

責
  
褐
(1
0Y
R 
5/
8)
粘
十
留
シ
ル
ト
Ⅳ
区
:炭
化
物
粒
を
少
量
含
む
。

7
掲
  
(7
5Y
R 
4/
6)

炭
化
物
を
ま
ば
ら
に
合
む
。

7

笹
  
(7
5Y
R 
6/
8)
ス
コ
リ
ア
層
Ⅳ
区
の
み
に
分
布
。

黄
  
褐
(1
0Y
R 
5/
8)
粘
土
質
シ
ル
ト

I区
:ス
ヨ
リ
ア
を
含
む
層
で
あ
る
。
北
半
部
に
多
く
堆
積
し
て

い
る
が
、
プ
ロ
ッ
ケ
状
で
、
南
半
側
に
行
く
ほ
ど
少
く
、

東
側
に
近
く
な
る
′ま
ど
散
漫
な
集
積
を
示
す
。

褐
  
(1
0Y
R 
4/
6)

粕
上
マ
ン
ガ
ン
粒
、
赤
褐
色
粒
が
ま
ば
ら
に
見
ら
れ
る
。

黄
  
褐
(1
0Y
R 
5/
8)
粘

土
マ
ン
ガ
ン
粒
く
赤
褐
色
粒
が
全
体
的
に
見
ら
れ
る
。
所
々
に
締
り

の
な
い
部
分
を
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
合
む
。

明
責
褐
(1
0Y
R 
6/
8)
ン
ル
ト
質
砂
マ
ン
ガ
ン
粒
(径
l 
cl
l位
)を
全
体
に
合
む
。
小
礫
(径
l 
ca
l位
)

を
所
々
に
含
む
。

褐
  
(1
0Y
R 
4/
6)
シ
  
ル
  
ト
I区
:微
細
な
マ
ン
ガ
ン
粒
、
に
ぶ
黄
(2
5Y
6/
4)
粘
土
粒

が
全
体
的
に
見
ら
れ
る
。

責
  
褐
(1
0Y
R 
5/
6)
粘
十
管
シ
ル
ト
Ⅳ
区
:戊
化
物
粒
者
千
含
む
。

明
黄
褐
(1
0Y
R 
6/
8)
シ
ル
ト
質
砂
マ
ン
ガ
ン
粒
(径
l 
DI
～
1伽
)を
全
体
に
か
な
り
含
む
。
下
位

に
は
酸
化
鉄
の
集
積
が
見
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。

責
  
 
褐
(2
5Y
5/
6)
砂
質
シ
ル
ト

風
化
し
た
小
礫
を
所
た
に
合
む
。
マ
ン
ガ
ン
の
小
粒
は
全
体
に
見

ら
れ
、
径
34
1～
l 
Cl
lの
粒
を
プ
ロ
ッ
ク
状
に
含
む
所
が
あ
る
。

下
の
層
と
の
境
付
近
に
酸
化
鉄
が
帯
状
に
集
積
し
て
い
る
所
も
あ

る
^

責
  
 
褐
(2
5Y
5/
6)

ラ
′  
  
アレ
  
  
ト

マ
ン
ガ
ン
粒
を
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
全
体
に
含
む
。
隙
間
を
酸
化
鉄
が

埋
め
る
。

I区
:風
化
し
た
小
礫
、
暗
赤
褐
(5
YR
 3
/3
)シ
ル
ト
粒
。

に
ぶ
い
責
(2
5Y
6/
4)
粘
土
粒
を
所
々
に
含
む
。

褐
  
(7
5Y
R 
4/
6)
シ
ル
ト
質
砂

I区
:上
位
の
層
と
ほ
ぼ
同
様
の
層
相
を
示
し
て
い
る
が
、
マ
ン

ガ
ン
粒
の
大
き
さ
が
最
大
で
径
3～
49
nほ
ど
と
大
き
く

′
●
ム
_

粥
責
褐
(2
5Y
6/
8)

粘
土
Ⅳ
区
:酸
化
鉄
マ
ン
ガ
ン
斑
くや
や
大
)、
砂
礫
含
む
部
分
が
あ

ム
^

朔
黄
褐
(2
.5
Y6
/8
)
粘

土

I区
:層
No
 1
8と
の
境
付
近
に
マ
ン
ガ
ン
粒
が
見
ら
れ
る
が
、
層

全
体
と
し
て
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
酸
化
鉄
の
集
積
が

斑
に
見
ら
れ
る
。
に
ぶ
黄
(2
5Y
6/
4)
粘
上
粒
が
全

体
に
見
ら
れ
る
。

Ⅳ
区
:挙
大
～
人
頭
大
の
礫
を
多
量
に
合
む
。
南
の
方
へ
礫
の
量

が
減
っ
て
い
く
ぉ

明
 
責
 
褐
(1
0Y
R 
6/
8)
砂
買
粘
土
V区
:酸
化
錢
マ
ン
ガ
ン
斑
、
小
礫
含
む
。

明
  
褐
(7
5Y
R 
5/
8)
粘
土
質
シ
ル
ト
層
の
上
部
に
マ
ン
ガ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
く
、
下
部
に
は
酸
化
鉄
の

集
積
が
見
ら
れ
る
。

に
ど
黄
(2
5Y
6/
4)
粘
土
粒
が
見
ら
れ
る
。

橙
  
(7
5Y
R 
6/
8)
粘

土

上
部
に
マ
ン
ガ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
、
下
部
に
酸
化
鉄
の
沈
着
が
見
ら
れ

る
。

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R 
6/
3)
粘
土
質
シ
ル
ト
が
斑
に
入
っ
て
い

明
責
褐
(1
0Y
R 
6/
6)
粘
土
質
砂
明
褐
(7
5Y
R 
5/
6)
シ
ル
ト
が
層
を
な
す
。

明
  
褐
(7
5Y
R 
5/
8)
砂
質
シ
ル
ト
マ
ン
ガ
ン
粒
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
入
る
。
風
化
し
た
小
礫
が
見
ら
れ

る
。

明
  
褐
(7
5Y
R 
5/
6)

ト
質
砂
マ
ン
ガ
ン
粒
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
し

切
黄
褐
(1
0Y
R 
6/
6)

マ
ン
ガ
ン
粒
が
ま
ば
ら
に
見
ら
れ
る
。
I区
で
は
礫
が
混
じ
っ
て

Lヽ
る
。

に
ぶ
い
黄
笹

明
責
褐

10
YR
 6
/3
)

10
YR
 6
/8
)

砂
質
粘
土
Ⅳ
区
:非
常
に
固
く
締
っ
て
お
り
、
酸
化
鉄
。
マ
ン
ガ
ン
粒
多
量

に
含
み
、
マ
ン
ガ
ン
集
積
部
分
が
あ
る
。

に
ぶ
い
責
橙

明
 
黄
 
褐

10
YR
 7
/2
)

10
YR
 6
/8
)

砂
質
粘
土
Ⅳ
区
:酸
化
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
小
斑
含
む
。
底
面
近
く
に
マ
ン
ガ
ン

が
層
状
に
固
ま
っ
て
い
る
。

継ぶ
峡
握
溜
と喜
抒】

|

粘
土

IV
‐
区
:上
面
に
マ
ン
ガ
ン
が
層
状
に
固
ま
っ
て
い
る
。
酸
化
鉄
、

マ
ン
ガ
ン
斑
含
む
。

杷ボ
峨
糧
【謂
棚

|

細
砂
Ⅳ
区
:酸
化
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
含
む
。

礫
層
:p
F礫
層
。

Ⅱ
区
土
層
註
記
表

層
位
層
No

色
調

土
  
 
性

備
考

l

1
褐
  
(1
0Y
R 
4/
6)
シ
 
ル
  
ト
ス
コ
リ
ア
層
を
所
々
に
プ
ロ
ッ
ク
状
に
合
む
心

2
黄
  
褐
(1
0Y
R 
5/
6)
シ
 
ル
  
ト
マ
ン
ガ
ン
粒
(径
l 
wl
l以
下
)を
含
む
。
酸
化
鉄
の
集
積
が
見
ら

れ
る
。

2

3
黄

褐
(1
0Y
 R

シ
  
ル
  
ト
マ
ン
ガ
ン
粒
(径
1～
2 
wl
位
)を
層
全
体
に
含
む
。

4
切
責
褐
(1
0Y
R 
6/
8)

基
本
的
に
は
層
血
3と
同
じ
で
あ
る
が
、
層
の
下
部
に
酸
化
鉄
が

集
糟
し
て
い
る
ぃ

3
5
明
黄
褐
(1
0Y
R 
6/
8)

)′
  
 
ル
  
  
ト

マ
ン
ガ
ン
粒
(径
5 
am
～
l 
cl
a)
を
斑
に
合
む
。
明
褐
(7
5Y

R5
/8
)粘
土
質
シ
ル
ト
を
層
全
体
に
含
み
、
下
部
程
多
く
見
ら

れ
る
ぃ

4
6
明
責
褐
(1
0Y
R 
6/
6)
粘
土
質
シ
ル
ト

マ
ン
ガ
ン
粒
を
プ
ロ
ッ
ク
状
に
含
む
。
明
褐
0.
5Y
R 
5/
8)

と
、
に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R 
7/
3)
の
粕
上
を
層
全
体
に
斑
に
合

む
。
明
褐
(7
5Y
R 
5/
8)
粘
土
質
砂
が
、 
5層
と
の
境
に
多

く
集
積
し
て
い
る
。

7
黄
  
褐
(
10
YR
 5
/8
)
砂
管
シ
ル
ト
マ
ン
ガ
ン
粒
が
プ
ロ
ッ
ク
状
に
見
ら
れ
る
。

5
8
黄
  
褐
(1
0Y
R 
5/
8)
粘
土
質
シ
ル
ト

4層
と
の
境
に
マ
ン
ガ
ン
粒
が
非
常
に
多
く
集
積
し
て
い
る
。
赤

褐
(5
YR
 4
/6
)砂
質
シ
ル
ト
と
明
黄
褐
(1
0Y
R 
6/
8)
粘

土
質
シ
ル
ト
が
層
状
に
互
層
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
。

6
9

懐
層
:投
丘
篠
層
ぅ

東
西
ト
レ
ン
チ
土
層
註
記
表

層
Nb

土
色

土
  
性

遺
構

1
暗
褐
(1
0Y
 R

水
分
を
含
む
時
は
、
い
く
分
粘
土
っ
ぼ
く
な
る
。
粒
子
が
細
い
。
締
り

が
な
く
ば
そ
ば
そ
し
て
い
る
。

2
黒
  
褐
(1
0Y
R 
2/
3)

ン
  
ル
  
ト
礫
や
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。

3
黒
  
褐
(1
0Y
R 
2/
3)

シ
  
ル
  
ト
礫
や
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
の
混
入
量
が
層
Nc
 2
よ
り
多
い
。



第12層 黄褐色～褐色 (2.5Y5/6～ 7.5YR 4/6)砂質ツル ト～ンルト質砂。しまりは強く、粘性は弱い。 I区で

は北側から西側に分布しており、Ⅳ区でも北側から西側に分布している。Ⅳ区ではほば均―の層相を示すが、 I区で

は 3層に細分される。V区及び I区の上層では風化した小珠及びマンガンを全体に合み、径 1～ 3 alllllの マンガン粒を

ブロック状に合む部分もある。中層はほぼ I区全域に分布し、全体にマンガン粒をブロック状に含み、隙間には酸化

鉄がみられる。ところどころに風化した小礫、暗赤褐色ンル ト粒、にぶい黄褐色粘土粒を含んでいる。下層は褐色で

含まれるマンガン粒は径 3～ 4 clllと 大きく、南に向かってまばらになる。

第13層 明責褐色 (2.5Y6/8～ 10YR 6/8)粘土～砂質粘土。しまりは大変強く、粘性はやや強い。 I区では中央

部から西側にかけて分布し、Ⅳ区では西側から南狽1に分布して消り、北西に向かって薄くなる。I区ではマンガン粒、

酸化鉄が合まれ、層状ににぶい黄褐色粘上が含まれている。全体に粘土粒がみられる。V区の南部では 3層に細分さ

れ、酸化鉄、マンガン斑、小礫が含まれている。北半部及び東端部では礫層の上面を覆う層であり、人頭大の礫もみ

られる。南側の下層では砂質粘土となり、しまり、粘性ともに弱くなっている。

第14層 明褐色 (7.5YR 5/8) 粘土質ツルト。しまり、粘性ともに強い。 I区では中央から西側に分布しており、
レンズ状に堆積している。V区では南端部に分布している。上部にマンガソ粒のブロックが多く、下部には酸化鉄の

集積がみられる。

第15層 橙色 (7.5YR 6/8) 粘土。しまり、粘性ともに強い。 I区では全域に分布するが、南へ向かって厚くな

る。Ⅳ区では南西部にのみ分布する。上部にマンガン粒のブロック、下部に酸化鉄の集積がみられる。 I区では責橙

粘土質ンル トが斑に含まれる。

第16層 明黄褐色 (10YR 6/6)粘 土質砂。しまりは強く、粘性は大変強い。 I区ではほぼ全域に分布しており、

南に向かって厚くなっている。Ⅳ区では南西端部にのみ分布しているcI区では、下層の影響で北側に一段高くなっ

ている。明褐シル トが互層をなす部分がある。

第17層 明褐色 (7.5YR 5/6～ 7.5Y5/8)砂質ンル ト～シル ト質砂。しまり、粘性ともに強い。 I区では北側に、
V区では南側に分布している。 2層に細分されるが、双方に酸化鉄とにがい橙ンルトが斑に含まれる。上層は砂質シ

ルトでブロック状のマンガン粒と風化した小礫が含まれ、下層はシルト質砂でマンガン粒はみられない。

第18層 明責褐色 (10YR 6/6) シル ト。しまり、粘性ともに強い。 I区では西側、V区では南西側に分布してい

る。マンガン粒がまばらにみられ、 I区では下層 (礫層)の浮き上がりと思われる珠が含まれている。

第19層 にがい責橙色 (10YR 6/3) 明黄褐色 (10YR 6/8)混在。砂質粘土。非常に固くしまり、粘性はやや強
い。Ⅳ区の南側のみに分布しており、マンガンの集積部分がある。

第20層 にぶい責橙色 (10YR 7/2) 粥黄褐色 (10YR 6/8)混在。砂質粘土。しまりは弱く、粘性は強い。Ⅳ区
の南西部のみに分布し、マンガン粒、酸化鉄を含んでいる。下面近くにマンガンが層状に集積している。

第21層 明責褐色 (10YR 6/8) にぶい黄橙色 (10YR 7/2)混在、第20層 より明黄褐色土の割合が多い。粘土。

固くしまり、粘性はやや強い。Ⅳ区西端にのみ分布している。上面にマンガンが層状に集積しており、酸化鉄、マン

ガンがまばらに含まれる。

第22層 切褐色 (7.5YR 5/6) にぶい責橙 (10YR 7/2)混 在。細砂。固くしまり、粘性は無い。V区の西側の一

部にのみ分布する。マンガン、酸化鉄を含む。

第23層 礫層。 I区では北側から南側へ傾斜しており、Ⅲ・Ⅳ区では北半部でやや南東側に傾斜しており、南半部は

西端で西側に急傾斜し、中央部では東西方向に谷状に窪んでいる。 I区南側では、Ⅱ区まで続くと考えられるマンガ

ン、酸化鉄の著しい集積がみられる。第14層の堆積以降にできたクラックに侵込んだ水の影響と考えられるがこの線

を挟んで同一層の土色及びマンガンブロックの固さが変わっている。Ⅳ区の南西部でも同様のマンガン及び酸化鉄の

集積がみられる。



工区の層序

Ⅱ区では、火山灰層より上位の層は一括して表土層として把え、細分していない。表土層以下は基盤の礫層 (第 6

層)ま で大別 6層、細別 9層まで確認された。

第 1層 褐色～黄褐色 (10YR 4/6～ 10YR 5/6) シル ト。火山灰層。 2層に細分される。上層は、しまり、粘性

ともにやや強い。
'II崎

スコリア層をところどころにブロック状に含んでいる。下層は、しまりは強く、粘性はやや強

い。径 l llllll以下のマンガン粒を含み、酸化鉄の集積がみられる。

第 2層 黄褐色～明責褐色 (10YR 5/8～ 10YR 6/8) ツル ト。 2層に細分される。上層は、しまりは強く、粘性

は弱い。全体に径 1～ 2 11ullの マンガン粒を含んでいる。下層は、しまりは強く、粘性は無い。基本的には上層と変ら

ないが、層の下部に酸化鉄が集積している。

第 3層 明責褐色 (10YR 6/8) ツル ト。しまりは強く、粘性は弱い。径 5～ 1011Mllの マンガン粒を斑に、全体に粥

褐色土粒を含み、下部程多く含んでいる。

第 4層 粥黄褐色～黄褐色 (10YR 6/6～ 10YR 5/8)粘土質ツル ト～砂質ンルト。 2層に細分される。上層は、

しまり、粘性ともに強い。マンガン粒を含み、全体に明褐、にがい黄橙粘土を斑に含んでいる。下層は、しまりは弱

く、粘性は強い。マンガン粒を含んでいる。下層 (第 5層)との境に引褐粘土質砂が集積している。

第 5層 黄褐色 (10YR 5/8) 粘土質ツル ト。しまり、粘性ともに強い。上層 (第 4層 )と の境にマンガン粒が非

常に多く集積しており、赤褐砂質ンルトと明黄褐粘土質ンルトが互層状にみられる。

第 6層 礫層。

工区の層を地形的に断絶の考えられない I区の層と対比すると、Ⅱ区の第 1層上層は I区の第 5～第 7層に相当す

るものと考えられる。同様にI区第 1層下層は I区の第 8、 9層に、Ⅱ区の第 2層は I区の第10～第12層に相当する

ものと考えられる。工区の第 3層から第 4層は I区の第15～第18層に相当するものであると考えられるが、Ⅱ区の第

5層については、 I区の南側にみられた、土層中のクラックの影響でできたと思われるマンガンと酸化鉄の集積以南

の部分に相当するもので第 3、 第 4層が変化した部分であると考えられる。

また、工区の南東端の段状部分では、表土直下が礫層となっている。表土層は 2層に分けられるが、ロームブロッ

クや礫が含まれている。

V.検出遺構と出土遺物

1.検出遺構
今回の調査では、竪穴住居跡 3軒、土坑32基が検出されている。

竪穴住居跡

SI-1住 居跡

I区の南東端、AK～AL-25～ 26に位置しており、第 5層上面で確認された。平面形は、長軸2.95m、 短軸3.5m

のややゆがんだ隅九の長方形を呈している。堆積土は 2層に分けられる。壁は第 5層から成り、最も保存の良い北隅

の部分でも10clllと保存状況は良くない。床面から急角度で立ち上がるが緩やかに立ち上がる部分がある。床面は第 5

層から成り、住居の掘り方が直接床面になっている。平坦であるが、レベルは北西壁際が最も高く、南東隅に向かっ

て徐々に低くなる。床面から6個のピットが検出された。その他に床面の施設は確認されなかった。遺物は図示した

ものは祭J片で床面から出上している。その他に堆積土中及び床面から縄文土器の摩小片及び崇I片、礫が出土した。



第 7図 SI-1住 居跡

SI-1

_動(nl
4

層 苗 色    調 と  性 備       考

によい文褐  (10Y R 4/3) 粘土質ツルト 炭ILD、 ローム粒考干合tF

熱 ンルト質お土 炭化効、マンガン粒若干合と

潜 位 種  別 長×幅×厚 (cm) 童二(g) 石     材

堆  積  士 二次加工剣片 遊質頁碧

第 8図 Si-1住 居跡出土遺物



SI-2住 居跡
I区の東端部AK～AL-29～

30に位置し、90年度のトレンチの

中に入っており、第 5層中で確認

された。平面形は長軸2.9m、 短

軸2.lmの 南東コーナーが隅丸状

にやや張り出した長方形を呈して

いる。雅積土は 2層に分けられる。

壁は第 5層から成 り、最も保存の

良い西側部分でも1 lclllと保存状況

は良くない。床面から急角度で立

ち上る。床面は第 5層から成 り、

住居の掘り方が直接床面となって

いる。平坦であるが、レベルは南

西隅が最も高く東壁際に向かって

公々に低くなっている。床面から

6個のピットが検出されたが北半

部のみであり、南半部では検出さ

れなかった。その他に床面の施設

は確認されなかった。遺物は図示

したものは石核で床面から出上し

た。推積土中及び床面から縄文土

器の摩小片及び崇1片が出土した。
SI-2 住居跡土層註記表

Ｌ
Ｉ
∞
留
導
ヨ

層h 色    薦 考

褐     (10YR 4/4) 21L物疑、焼土粒考干含む

費褐      (10YR 5/6) 絡土質シルト 碑―ム粒含む

第 9図 SI-2住 居跡

層 位 種 別 長X tt XttlcH) H4(g) 石     材 備 考

床     面 石 核 遊化浜医岩 (ややべき玉化進む) 図脇 8-8

第10図  SI-2住 居跡出土遺物



SI-3住 居跡
Ⅲ区の南寄 り、AM～AO-43～ 45に位置し、第 5層上面で確認された。平面形は一辺4.7～ 4.9mの北東及び北西
コーナーがやや丸味をもった正方形を呈している。堆積土は 2層に分けられる。壁は第 5層から成り、最も保存の良

い北西コーナー部分で14clllであるが、東～南壁では 2～ 3 clllと いう残存高であり、保存状況は良くない。床面からや

や緩やかな角度で立ち上がる。床面は大部分第 5層から成るが、一部に貼床が認められる部分がある。ほぼ平坦であ

るが、レベルは北西隅が最も高く南西隅に向かって徐々に低くなる。床面中央部のやや東側から東壁際に90clll× 70clll、

50clll× 35clll、 55clll× 55clllの 不整な楕円形等の焼面が検出された。東壁際のものはカマドの燃焼部の焼面である可能性

があるが、その他の施設は検出されなかった。床面の東壁際中央部にH5clll× 105clllの不整な円形の上坑が検出された。

焼面との位置関係から貯蔵穴状ピットである可能性がある。その他にピット、周溝等は検出されなかった。遺物は、

図示したものは土師器甕、外及び須恵器芥で、検出面及び床面から出上した。その他に土師器、須恵器片及び縄文土

器片、崇]片、礫が出土した。

9  1  2!

ｂ

占

鸞

患

ヨ

軒

逼
ヾ
歯

88.40m                                                         ユ

SI-3 住居跡上層註記表

第11図 SI-3住 居跡

層M 色     調 備 考

偶     (イ 5VR4/4) メ化物粒、焼土粒若干合も

褐     (75YR4/6) 尿イヒ物、焼■ローム粒含tJ

黄褐     (10YR 5/8) 粘土質ツル

1賜
新 合む

褐     (10YR 4/4)

層  位 種  "1 外     面 内     面 備

検  出  面 土  師  選 タロ調節 ガヤ、黒色処理 図版00-I

床     面 須  恵  器 タロ調整 ロクロ調整 図版60-2

第12図  SI-3住 居跡出土遺物(1)
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層 位 種 別 器  形 内    面 備   考

底面 ビッ ト 1 土  師  器 寛 ″寧調整、ケズ ヅ 口調整 図版66-3

層  位 題  別 長 ×幅 ×厚 (ca) 重■ (g) 備

lt 演  士 礫  石  器 負岩 豪一端部、側面。磨―髄面。田―側面。              図版68-9

第13図  SI-3住 居跡出土遺物

位置 規模 (ca) 壁 (a) 底面 方向 備考

隅丸長方形 西壁44、 やや緩傾斜 平週、中央低、 ビット22× ,Sx38

不整長方形 北璧 186、 急傾斜 凸凹、北鶴高、中k4Eピ ット無

SK-2

土坑

SK-1

AP+1
32+2+

87:20m名 崖

農8760m

0       1m

―

▼
！

鶴  (10Y R 4/6) 狡Itp粒、コ遺  (径虫H)合tf

明  4B(75YR5/6)

褐  (10Y R 4/0)

芸 鵜 (10Y R O/6)

明  再 (75YR S/8)

音  褐 (7SYR3/a 微■つ別 L41V、 4蝶 (径 1範以下)合 tr

音  再 (10Y R 3/4 ム世、驚確状ヽ含む

暗  召 (10Y R 3/3)

責 召 (:OYR 6/8

穏  (10VR 4/4 褐 (iOYR 4/6)粘 土、驚驚状に合t・

黄 褐 (10YR O/6 璧疎に暗褐(10Y R3/3)粘 ■質ツルト、層状に合む都,有 ,

構  (75YR4/4

再 (10YR 5/6) |…
縦

第14図  SK-1・ 2土坑



位 置 平面形 規模 lca) 璧 (ca) 底面 (ビ ット∝)

不構円形 西H72、 急傾斜 平重、】日用高、中央低、ビット13× 15× 46

長方形 西壁52、 急傾斜 平坦、東南側低、ビット16× 13× 32

長構円形 西整61、 急傾斜 平坦、中央低、

東璧30、 急傾斜 平■、中央低、ビット20× 16X52 東便に,乱を受けている

隅丸長方形 吏璧SS、 急・一部オーフく―ハング 平坦、中央低、 ビット15× 13× 23

長綺円形 中央部59、 急傾斜 平坦、北側高

員篇円形 南螂 7、 南北端オータ(― ′ヽング 平4、 北側高
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再  (10Y R 4/6)

得  (7SYR4/6)

褐  (10YR 4/4)

黄  褐 (10Y R 3/

再  (10Y R 4/6) 粘■質ン

卜質粕土

再  (10Y R 4/6)

14・
A/ 砂散 (径数a)含む

療化DBI、 マンガンヽ 合tf

炭イLbW、 ローム粒含と

資  再 (iOVR 5/6) 確化物世微二【合む

褐  (10YR 4/4 熊化力H、 ローム社合も

鶴 (10Y R 4/6)

儒  (″ 5YR 4/6)

明  褐 17 SVR 5/6)

黄   禍 (10YR 5/S) 稲土質ンル

褐  (10YR 4/0)

召  (IOYR 4/S) 猫■質シル 只化物、ゆH合途 女褐 (10Y R S/6)ンルト霜障状に合む

女   褐 (10VR 5/8)

褐  (7SYR4/4 砂社、明表樹 (10Y R C/6)粘士質ツルト需罐なに含む

滅化物者干合と

描■質ツ 炭化物考子合と。明要構(10YR 6/6)ツ ルト質絡土プ。ゥタ含む

嘱女褐 (10YR 6/6)ツ ル噴 猫■層貯決に合tI

呵責再 (10YR C/8)消 上位含tr

再  (10YR 4/0) 明表毎(10YR 6/S)結 土粒合と

明 黄 褐 (10YR 6/6)

明 女 召 (10VR S/3)

切  褐 (75YR S/6)

黄  再 (10YR 5/6)

褐  (10YR 4/6) 舅女褐 (10YR 6/G)粘 ■ノFッ タ合と

寅   褐 (10YR 5/8) 明黄召 (10Y R C/8)務上黒確状に合と

第15図  SK-304・ 5・ 6・ 7・ 3・ 9 土坑



位置 盛 (ed) 底面 (ピ ットtHI)

I― AJ-29。 30 長精円形 中央部82、 南HLHオ ー 平壇、南端低

隅売長方形 南端

“

、急傾斜 小凸凹、西側高、ビット熊 底面は歯層に適する

隅九長方形 西監75、 急傾斜 平jE、 中央低、ビット20× 17× 52 本来の上坑つ周辺に朋落のlR跡右

不整兵方形 北隅58、 北～東やや緩傾斜 平坦、ほぼ同 レベル、 ビット21× 17X24 本来の上坑の西側に崩落の痕跡有

不整長方形 南璧54、 急傾斜 平坦、南OH高 、 ビット17X15× 58 本来の上坑の北側に崩落の痕跡有

I― AJ-31・ 32 長方形 南隅48、 北隅を除きオーバーハン/ 平旦、北側高、ビット19× 13× 40

不整長方形 中央部77、 北西、商側オーバーハング 平4、 南側低、ビット25× 25× 3″
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ム粒、砂世含と

明 女 jB(10YR 6/8) 1//b IIH縦

明 女 福 (10YR 6/6

ガン41を含」

褐   (10V R 4/0

毎  (75VR4/6)

暗  褐 (75YR3/4) ルトIR粘土

褐  (75YR4/4)

掲  (10YR 4/4)
明女掲 (10YR O/8)ツルト質粘主 (P― ム社)ア ロッタ及び鋼

FT状に合む

黄穏 (10YR 3/6)油土ブ・ ッタ合tf

再  (10Y R 4/S) |み
縦

第16図  SK-10・ 11・ 12・ 13・ 14・ 15。 16 土坑



位 置 平面形 璧 (cH) 底面 (ピ ット餌) 備考

隅売長方形 北東部C8、 南壁オータく―′ヽング 平望、中央低、ビッH8× 16× 60

不整隅丸長方形 南東隅 70、 やや緩傾斜 やや平坦、中央低、ビット10× 17× 42

不整長方形 南盛 129、 急傾斜 小凸四ビット南33× 15× 42、 北42× 18× 34

構円形基調 (100)× (70) M期 82、 急傾斜 平4、 中央低、ビット不明 (N-24°一E) 東側調査区外へ廷びる

不整構Π形 北西部82、 やや緩傾斜 平■、中央低、ビット32× 24× 47 北alに登乱を受けている

不整長方形 北東部59、 急傾斜 小凸凹、中央低、 ビット19× 16× 45
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心

責  再 (10Y R S/0 友化物粒、マンガン世、スコ,ア合t・。

褐  00Y R 4/6)

政イヒ物粒、ス・ ツアヽ 合も

暗  褐 (10YR O/4
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1呼
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YR5/8),― ムを霜障状に合と

褐  (10Y R 4/6 炭化物合と。贈再 (10VR e/4)ツルトを層降状に含L

購  構 (73VRe/4) 黄褐 (IOYR 5/3)稿主ノoッ タ霜降状に合ど

ルト質粘土 掲(10YR 4/4)箔 i質ンルト嘉降状に合も

暗  褐 (75YR3/3)

貢  褐 (10Y R S/8

1粘
■

編  (IoY R 4/6)

黄  穏 (10Y R 3/6)

月  編 (7SYR5/6) むンガン粒、ローム粒 メンバン世合

褐  (75VR4/4)

毎  (75YR4/6)

褐  (10Y R 4/6

貢  掲 (10Y R S/8)

召  (75YR4/8)

褐  (10VR 4/4)

第17図  SK-17・ 18・ 19・ 20・ 21`22 土坑



位霊 璧 (∝ ) 底面 (ビ ット∝) 遺物、備考

長構円形 西質中央部75、 南北端オーバーハン 平4、 中央低

不整長方形 南西部 Sa、 西壁除いてオーバーハ 平坦、中央低、 ビット17× 12× 29

不整宿円形 南東部64、 急角度 小凸凹、中央低、 どット20× 16× 43

不整隅丸長方形 北璧70、 急角度 平垣、ほぼ同じレベル、 ビット25× 18× 49

不整構円形 北西隅103、 急角度 平二、中央低、 ビット20X14X48 本来の上坑の北・東側に瘍落の戻跡有
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タまばらに含む

明黄褐 (10YR C/8)粘土質ツルトノ■ック合と
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位置 平面形 規模 lca) 璧 (c) 方向 憩物、備考

不必構円形 北西璧108、 急角度 平4、 中央低、 ピット23× 17× 34 本来の土抗の北側に崩落の痕跡有

構円形基調 南西隅65、 急角度 平垣、中央低、 ビット18X16X35 東個はV区再北ペルトのため掘下げ無

不整長方形 北璧 6、 緩傾斜 平壇、中央低、ビット18X16× 32

長方形 西隅 35、 緩傾斜 小凸凹、中央低、ビット蕪

溝状 蔦西部 38、 急傾斜 小凸凹、北端ビット45X36X15 7層上面で検出

SK-28 SK-29 SK-30
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SK-32

熊花物留合と。女掲 (10Y R S/8)格土質ツルト君睦状

決イヒ物粒、バンバン世含む

穏  (10YR 4/4) 寅獨(10YR S/8)猫■鶏障状に合む

穏  (7 5YR4/4)

褐 (10Y R 5/8)

渋イヒ拘散、バツズンド合と

女  穏 (10Y R S/

明 表 褐 (10Y R 6/6)

女  褐 (10Y R 5/6) |ン
ルト質絡■

暗格 (10Y R 3/4)ン ルト社を
=Iド
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黄   獨 (10Y R 7/8 〆ル ト質お■

猫土質ツル

責 褐 (とOYR6/

熊ILD合温 ビット内堆嶺■

女  禍 (10Y R 5/6)

薫棲 (10VR 7/8)描■プロタク合も

女  褐 (10Y R 3/6)

0 召  (75YR4/4)
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SK-31
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Φ
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出

Ｈ

用翻
霧

中
89,4    崖

麟駆

出 上 位 置 層  位 篠 別 外 画 面 備 考

堆  積  士 掘 文 土 讐 角文LR、 沈線文

雅  演  土 れ 文 土 器 置文Rし、沈練文

堆  積  土 縄 支 ■ 番 条戻支 条痕文 胎土中にIHD識緯混入

4  上  面 掘 文 土 器 不明籠文 条痕文 胎土中に石英取多く含と

籠 文 土 讐 縄文RL 条戻女 胎土中に石英社多く含む

縄 文 土 器 条震文。口唇部に刻目 胎土中に植物機経混入

推  薇  土 縄 文 土 器 条戻文 条慶文 船土中に植物機緯混入。石英世合と        園版67-1

雅  績  土 縄文Rと。口唇部に縄文RL 縄支黒L 胎■中に構初機離混入               図版67-2

第20図 土坑出土土器(1)



甥輝鰯
11

隷 致 12

河
――
捌
卿

脚
――
航

T9

餞 鱒7斡
H上 位 置 層 立 種 別 面 考

縄 文 ■ 器 縄文 RL。 口唇部に掘文RL 縄文 RL 胎■中にIHD繊経潟入。第21tth 8と 同一個体。   図版67-4

籠 文 土 器 縄文LR、 隆線文 条戻文 踏土中に4ab臓維混入

縄 文 上 器 不明縄文 条案文 胎土中に4ab繊維混入

縄 文 ■ 器 縄文RL 条震文、ナデ 胎上中r植物馘経潟入

縄 文 土 器 条虞文 船■中に植物嶺経混入

縄 文 上 器 条痕文 胎土中に植物繊維混え 内面にスス状炭化物付着。

推  嶺  土 縄 文 土 器 籠文LR 蹟土中に植物機経混入

縫 文 ■ 番 福文RL 胎■中に嶺物機経混入

雅  績  ■ 縄 文 ■ 器 隆線文、沈練文、刺突文 条痕文 胎■中に推物織維少二混入。石英粒含む。      国版67-6

堆  績  土 縄 文 ■ 器 条模文、隆線文、剤突文 胎主中に植物織経少二混入

堆  嶺  土 熊 文 土 器 条案文、縄文LR、 隆線文 条痕文 胎土中に植物機維混入。秒粒含む

堆  積  土 縄 文 土 器 口緑端部近くと口を部に縄文LR 胎土中に植物触緯混入

堆 嶺 上 下 都 縄 文 ■ 番 籠文LR 口緑部近くに縄文LR 胎土中に4ap繊維潟入

堆  積  ■ 縄 文 ■ 番 不明縄ス 隆練文 口緑端都近くに不明縄文 胎上中に植物繊維混入               図脚 7-3

堆  積  土 無 文 ■ 器 捕球 条戻文 胎土中に植物繊維混入

第21図 土坑出土土器(り



Ａ

日

駕

一一

I

心   1

∩
日
甲

一

３

八

日

ｙ
一

ｌ

　

　

　

　

　

ｌ

◆

一

鍮
謝

――

側

も
一

I

I

出 上 位 置 層  位 種 別 長×幅 X厚 (cE) 重二(g) 備

箆 状 石 番 際灰岩 口版68-10

堆  績  ■ 箆 状 石 器 豪灰岩 図販68-11

銭 送質頁岩

玉徹 因版 66-13

二次加工剣片 瑳質貫岩

堆  嶺  土 剣 片 瑳化瑛医娼

堆  嶺  土 割 片 逹質頁岩

堆  嶺  士 質 状 石 署 遂質頁岩 図版68-H

第22図 土坑出土石器



2.出土遺物
く遺構外出土遺物〉

各区の 1～ 4層出土の遺物及び表採遺物である。縄文土器、土師器、須恵器、石器、石製品がある。図示したもの

は縄文土器、象1片石器である。縄文土器は大部分が摩小片であり、全体の器形や文様を復元できるものはなく、特徴

的な破片の拓本資料を示した。石器には石鏃、尖頭器、石錐、石匙、ヘラ状石器、スクレイパー、磨製石斧等がある。

露覇

鋤 皓 6

謝辞ガ駕8蔦
'現

轡
‐         16

日

‐―

爛

出 上 位 置 層 位 種 房】 面 面 構 考

縄 文 土 器 条痕支 条痕文 踏土中に催物議維混入              図版67-5

I・ エーA,、 AK-35,36 縄 文 ■ 番 条痕文 条戻文 船土中に植物繊維混入              図版6イ ー8

I・ エーAJ、 AK-35,36 縄 文 ■ 器 祭戻文 条痕文 胎土中に植物繊維混入

I―AJ-26 倒  木  痕 縄 文 土 器 沈練文、剤突文 条痕文 胎土中に撫物様経混入

経 文 土 器 条痕文 条痕文 船土中に植物繊維混入              図版
"-7

縄 文 ■ 器 奈痕文、隆森文、押圧比 口唇部に不明網ま 条戻文 胎土中に植物繊維混入。大粒の石英粒合も

縄 文 土 器 無 文 条痕文、不明縄文 胎土中に植物機維混入              図版67-9

士 縄 文 ■ 番 条戻文 胎土中に植物繊維混入

縄 文 土 器 刺突文 胎土中に格物繊維混入。砂粒多い

縄 文 土 器 条痕文、隆線文、沈線k刺 突文 条痕文 胎土中に植物繊維混入。小粒の砂粒多ヽ

倒  木  戻 縄 文 土 器 条戻文、隆練文 条痕文 腋土中に積物繊維混入

I、 エームJ,AK-35,36 縄 文 土 器 条痕文、隆線文、沈線文、刺突文 条痕文 胎土中に植物綸維混入               図版67-10

I、 正一AJ,AK 35,36 縄 文 土 器 条痕文、隆練文、押圧文 条戻文 胎土中に植物識経混入              図版6イーn

縄 文 ■ 選 条痕文 条痕文 En土 中に植物識経混入

縄 文 土 密 条痕文 条痕文 胎土中に植物繊維混入

■ 縄 文 土 器 条痕文 胎土中に構物緞経混入              図版67-12

上 れ 文 土 器 条痕文、隆線文、沈線文、刺突文 粂痕文 船■中に構物繊維混入。大粒の砂粒多い      図版67-13

上 麓 文 土 綱 条痕文、隆練文、沈線文、刺突文、ナデ 粂戻文 胎土中に植効機維混入

第23図 遺構外出土上器(1)
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縄 文 土 器 条痕文 条痕文 胎■中に植物繊維混入

芸 縄 文 土 器 条痕文、沈療文、刺突文 条戻文 胎上中にIHZ融維混入。砂粒歩い

表 無 文、隆燦文、貝微頂都揮圧 条痕文 胎土中に植物触雑混入               図版67-15

表 条戻文、隆線文、刺突文、 胎■中にね物繊維混入。lpv多い

縄 文 土 器 条戻文、隆繰文、刺突文 胎土中にIHD機維混え 砂粒多い

縄 文 土 器 条痕文、隆線文、沈撫文、刺突文 条戻文 胎土中に植物織維混入               図版67-16

明 掘 文 ■ 錮 条戻文、剣突支 条戻文 胎上中に積物繊維混入。砂泣多い

縄 文 土 選 AIR支、隆練文、沈練文、列突文 条痕文 胎土中に植物融騨混入

明 縄 文 土 報 条痕文 条痕文 胎■中に推物織維混入

鶴  木  痕 縄 文 土 器 条痕文 無 文 胎土中に植物識経混入。砂粒多い          口版α -1“

表 上 臓 文 ■ 器 条痕文、隆練文、沈線文、刺突文、 条痕文 胎土中に植物繊維混入。砂粒、金雲母多い

倒  木  戻 縄 文 ■ 番 条戻文、穐文LR、 隆線文 条販 胎土中に植物繊維混入               図版07-17

籠 文 土 器 条痕文、縄文LR、 隆線文 条案文 胎上中に植物繊経潟え 砂幾多い          図版W-18

籠 文 土 警 条戻文、籠文LR、 隆線文 alR文 船主中にIHp繊離協入

縄 文 土 器 縄文LR、 隆線文、ナア 胎土中に積物織経混入               図版
"-19

縄 文 ■ 器 条痕文、隆線文、沈擦文 条戻文 胎土中に植物繊維潟入

縄 文 土 器 条痕文、隆線文、沈線文、刺突文 条痕支 胎土中に植物融経混入

終 文 ■ 番 条痕文 条戻文 胎上中に植物繊維潟入

縄 文 土 碧 条痕文。日唇部に縄文RL 縄文 RL 胎■中に積物機経混入

正一AJ,AK→ 5,36 縄 文 土 讐 沈練文、刺突文。突起頂部肥厚 条痕文 胎土中にIHD識淮混入

第24図 遺構外出土土器(2)
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倒  木  lR 縄 文 土 器 条戻文、縄文LR 条痕文、縄文LR 胎土中に植物繊維混入              図版67-21

明 縄 文 土 器 条戻文。口唇部に刻目 胎土中に植物繊維混入

明 縄 文 土 器 条痕文 不明縄文 胎土中に植物繊維混入

表 土 縄 文 土 器 胎土中にIHD機維混入              図版67-20

明 縄 文 土 器 条戻文、隆森文 胎土中に植物触維潟入

明 縄 文 土 器 条戻文、撮文LR、 縄kLE痕 胎土中に植物繊維混入

表 籠 文 土 器 縄文LR。 口唇部に縄文LR 条痕文 胎土中にIHZ繊維混入              図版67-22

表 組 文 土 器 掘文LR 条痕文 胎上中に積物触経潟入

縄 文 上 器 籠文LR 条痕文 胎土中に植物機経潟入

士 縄 文 土 器 縄文黒L、 穿孔 条痕文 腋土中に植物繊維混入。と襲円板、184g     図867-23

A,,AIt 35,36 籠 文 土 器 縄文 LR 条痕文 船■中に植物繊維混入

上 籠 文 土 器 瘤文LR、 隆森文 粂痕文 胎土中に植効機構混入。大粒の砂粒歩い

表 土 籠 文 土 器 籠文RL 条痕文 胎士中に植物機経混入

籠 文 土 器 条痕文、縄文LR 条慎文 船土中に撫物繊維混入

表 縄 文 土 暑 無文RL圧戻、隆線文 条戻文 胎土中に糟効議維混入

縄 文 土 器 縄文 LR 条痕文 腋■中に植物繊離混え 砂種多い

籠 文 上 器 縄文RL 条戻文 胎土中に植物機経混入

西 璧 南 端 縄 文 土 器 条痕文、縄文LR、 隆線文 条痕文 腋土中に植物麟維混入              図版67-24

木  痕  中 籠 文 土 番 縄文LR、 隆森文 胎土中に植物機雑混入

第25図 遺構外出土土器(3)
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鶴  木  痕 縄 文 土 器 籠文LR 条痕文 胎土中に植物繊維混入               図版07-25

表 縄 文 土 器 縄文 LR 条痕文 胎■中に植物繊維混入               図版6B-1

表 縄 文 土 器 条戻文 胎土中に植物戯維混入

表 縄 文 ■ 器 籠文LR、 隆森文 条痕文 胎土中に植物馘績混入

倒  木  猿 縄 文 土 器 隆練文 条痕文 胎■中に植物織離混入

縄 文 土 器 条痕文、縄文LR 条痕文 胎■中に積物機維混入

縄 文 土 器 縄文RL、 隆線文 条戻文 胎土中に植物繊維混入

縄 文 土 器 縄文RL 縄文RL 胎土中に植物緞維混入

縄 文 土 器 縄文RL。 口唇部に縄文RL 縄文 RL 船土中に推物機維混入

縄 文 土 器 掘文 RL 胎土中にIHZ繊維混入

籠 文 土 掛 縄文LR、 隆線文 胎土■に和物緞難混入

縄 文 土 器 縄文LR 条戻文 胎主中に植物織経混入。舟塗り

縄 文 土 器 籠文LR 縄文LR 踏土中に積物触維混入

撫 文 ■ 器 縄文LR、 隆練文 胎土中に植物繊維混入               劇板

“

-2

縄 文 土 器 縄文とR 胎土中に植物機維混入

縄 文 土 薔 縄文しR 船と中に積物織経混入

倒  木  痕 籠 文 圭 器 胎土中に植物繊維混入

籠 文 上 番 不明樋文、 ミガキ 砂社多い

緯 文 土 警 範文しR、 沈練支 大世の砂粒多い                  図版68-4

無 文 土 器 LR角文原体圧痕 砂粒多い                     国版68-3

縄 文 上 器 沈繰文、 ミガキ、姑瘤

I一AJ,A K45 縄 文 ■ 器

第26図 遺構外出土土器(4)
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犠 瑳質頁岩 図版6S-15

瑳質頁岩 図版68-16

図版68-V

保 嬢 逹質頁岩 図版08-18

保 尖  顔  器 浜灰岩 図版68-1つ

錐 差質頁岩 図版68-20

儀 逹質頁岩 園版68-21

錐 瑳質頁岩 図版68-22

錐 凝灰岩 図版68-23

瑳質頁岩 図版68-24
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I―AJ,AK→ 5,3C 箆 状 石 震 羅 園版68-25

箆 状 石 器 石英安山岩質豪灰岩 図版68-26

箆 状 石 響 石英安山岩質凝灰岩 園版68-27

表 箆 状 石 春 遊質頁岩 図版6B=28

表 採 箆 状 石 器 叡ヒ決灰岩 図版68-20

表 擦 鷺 状 石 器 遊質頁岩 図版68-30

石英安山岩 凹ECa-31

表 逆質買岩 図版68-32

第28図 遺構外出土石器(2)
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(
層  位 題  別 長×幅 X tttcH) 重二 (g) 材 備 考

採 遊質頁岩 図瀬 8-33

羨ス岩 図脚 8-34

採 石英安山岩質豪灰岩 図版68-34

採 劉 片 差質頁岩 徴細剖離痕有り

剣 片 擬灰岩

磨 製 石 斧 石英安山岩 図販OS-86

第29図 遺構外出土石器(3)



〈I区 5層〉

層中から遺物が出土している。土器片及び石器が出土している。土器片は全て摩小片であり、器形や文様が判別で

きる資料はないが、胎土中に植物繊維を多量に含んだものが大部分である。石器は346点出上している。そのうち69

点は木根の撹乱及び倒木痕の 5層 レベルから出土したものである。ほぼ調査区の全域から出土しているが、特に調査

区中央から北半部にかけて多く出土している。

層上面の傾斜は西部が高く、東に向かって徐々に低くなる緩い尾根状の傾斜を示しており、傾斜のより緩やかな部

分に遺物は多く出土している。中でもAI-27・ 28、 AF・ AG-28・ 29、 AFoAG-31・ 32、 AD-31032の 4ケ所のグ

リッド付近を中心に遺物が集中して出土する部分が認められる。

AI-27・ 28グ リッドの遺物集中出土部分では、半径約 2mの範囲内に39点の石器が出土している。全て剣片であ

る (第36図 8、 第37図 6、 第38図 1)。 同一母岩と考えられる資料もみられ、中には折れた部分で接合する剣片もあ

る (第37図 6、 第38図 1)。

AFoAG-28・ 29グ リッドの遺物集中出土部分では、半径約1.5mの範囲内に19点の石器が出土している。象↓片石器

18点 と礫石器 1点である。象J片石器は石核 1点の他は全て剥片であり、同一母岩と考えられる資料もみられるが、接

合関係はない。

AF・AG-31・ 32グ リッドの遺物集中出土部分では、約 6× 4mの範囲内に土器が37点、石器が17点出土している。

土器は全て摩小片であり、器形、文様の復元できるものはないが、胎土中に多量の植物繊維が含まれているものが多

い。石器にはヘラ状石器が 1点 (第33図   I AD I AE I AF I AG I AH I AI I AJ I AK I

4)あ り、その他は崇J片である。同一母  32
岩と考えられる資料はみられない。   _
AD-31・ 32グ リッドの遺物集中部分  31

では、約 6× 3mの範囲内に土器が12点、
30

石器が42点出土 している。遺物は調査区

外の西側に広がっているものと考えられ  29

る。土器は全て摩小片であ り、器形、文 ~
28

様の復元できるものはないが、胎土中に

多量の植物繊維が含まれているものが多  27

い。石器にはスクレイパー 2点 (図示は 一

第35図 3のみ)、 礫石器 2点 (第41図 3、  26

4)があり、その他は剖片 (図示は第37 25

図 4のみ)である。同一母岩と考えられ ―
る資料もあるが接合関係はない。

また、 I区中央部AGラ インに設けた

幅 lmの土層観察ベル トの28グ リッド以

北の 5層土壌を水洗選別した結果、チッ

プ及び象J片が検出された。

第30図  I区 5層遺物出土状況
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山 上 位 置 層  α 面 面 考

条戻文 条戻文 胎土中に植物繊維混入

縄 文 土 器 隆線文、刺突文 条痕文 胎土中に植物触維混入

縄 文 ■ 器 条展文、隆線文、沈線文、刺突文 条戻文 胎上中に植物繊維混入

第31図  I区 5層出土遺物(1)



Ⅷ 脚
10

紙 13

棗θÅ
◆      17

〆

枕

刃
〃

日

‐―

〃

川

打

Ｈ

６

ガ

‐‐
に

迩

‐５

ｎ
Ａ
Ｈ
ｖ

‐ｍ鎚叫醜い‐ｏ

一

∬磯

!

娃

‐４

Ａ
Ｈ

∪
一
‐添帥醐畔‐◆

一

0                5伽

出 上 位 置 居 位 種 別 外 面 面 備 考

縄 文 土 器 条戻文 条療文 胎■中に植物謗維混入               図版6S-6

上 緯 文 土 器 条戻文 条痕文 胎土中に植物機維混入               図版68-6

ヤ
ツ 籠 文 土 器 条痕文 条痕文 胎土中に植物機経混入               図版68-7

縄 文 土 器 条痕文、隆線文 胎土中に植物隷維混入

艇 文 土 器 条戻文 胎土中に植初繊維混入。大粒の砂粒歩ヽ

縄 文 土 器 掘文L 額 文 胎土中に植物議維混入

I―AJ→ 2 縄 文 土 器 条兵文 胎土中に積物繊維混入

胎■中に構物繊維潟入

縄 文 土 器 縄文 LR 胎土中に植物繊維混入

鍵 文 土 器 組文LR 胎土中に植物繊維混入

縄 文 土 器 掘文LR 胎土中に椎物繊維混入

艇 文 土 器 縄文 LR 胎土中に植物繊維混入。砂戴多い

縄 文 土 器 不明縄文、刺突文

出 上 位 置 層  位 種  別 長×幅×厚 (ca) 重Д(g) 備 考

鏃 石英安山岩質浜医岩 図版OS-37

鉄 浜灰岩 図躊 8-38

鏃 操灰岩 図版68-39

鏃 瑳質頁岩 劇 仮68-40

第32図  I区 5層出土遺物(2)
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出 上 位 置 層 位 描 別 長×彊 X耳 (ca) 難   (g) 石 財 考

[―ムJ-2S 尖  頭  器 盛質貢岩 図版68-11

尖  蕨  編 石英安山岩質凝灰岩 図版68-42

石 匙 差質真岩 図版68-43

寛 状 石 霧 建質頁岩 図版68-44

露 状 石 醤 連化凝灰岩 (一部玉髄化) 図版69-1

箆 状 石 器 瑳化残灰岩 図版69-2

電 状 石 器 環K娼

箆 状 石 響 瑳化撲医岩 (角礫を合む) 図版Oe-3

第33図  I区 5層出土遺物(0
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出 上 位 置 層 位 種 蒻1 長×幅×厚 (∝) 重二 (g) 石 材 備

箆 状 石 器 差質貢岩 図版69-4

箆 状 石 器 速化浜灰岩 図版09-5

箆 状 石 器 瑳化浜医岩 図版ω -0

箆 状 石 器 石英安山岩 図M69-7

箆 状 石 器 瑳質頁岩 図版ω-8

箆 状 石 番 逹化浜灰岩 図版60-0

第34図  I区 5層出土遺物(4)
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出 上 位 置 層  位 種 別 長×幅 X厚 (∝ ) 重二(g) 備 考

箆 状 石 器 冒 ヒ残灰岩 (角礫全と) 図版69-10

質 状 石 器 珪イヒ撲医岩 図版ω一H

芝化豪灰岩 図版69-12

I一AJ-31 豪医岩 図版69-14

瑳質貢岩

瑳質頁岩

瑳質頁岩 剛領69-16

第35図  I区 5層出土遺物(5)
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出 上 位 置 層 位 種 別 長×幅×厚 (cE) E■ (g) 材 備

芸質頁岩 図版69-17

瑳化操灰岩 (ややへき玉化進む) 国版6e-18

瑳質頁岩 図版69-19

芸質頁岩 図版69-20

凝灰塔 図版09-21

図版69-22

二次加工劉片 瑳化操灰岩

二次加工劉片 逆質頁岩 図版Ce-23

第36図  I区 5層出土遣物(6)
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出 上 位 置 層 位 種  別 長 X幅 ×厚 (ca) kat(g) 備

二次加工剣片 注化擁灰岩

二次加工割片 瑳質頁岩

二次加工剣片 黒燿石 図版∞-24

片 遊質頁岩 微細騨降戻有り

I―AJ→ O 片 歳化浜医岩 僚細劉藤戻有り

剖 建質頁岩 敏細劉離痕有り                         図版09-25

剣 浜灰岩 接合資料                            図版09-26

第37図  I区 5層出土遺物(⊃
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出 上 位 置 層 位 種 別 長×幅×厚 (cE) 重二(g) 備

片 凝灰岩 践合資料                            図版ω-27

劃 片 残質貢宿

I―AJつ0 剣 片 藤灰岩

剣 石英安山岩質浜灰岩

劉 豪灰岩

劉 石英安山岩質浜灰岩

第38図  I区 5層出土遺物(8)
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盆

出 上 位 置 層 位 種 別 長×幅×厚 (口 ) 重二 (g) 用 備

剣     片 石英安山岩質豪灰岩

卸     片

劉 片 崖質頁岩

I―A」 →1 例  木  戻 剣 片 遂質貢岩

倒  木  戻 田 逆質買岩

働  木  戻 石    核 差質頁岩 図版69-28

第39図  1区 5層出土遇物(9
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H上 位 置 層 位 種 別 長 ×幡 ×厚 (∝ ) 重二(g) 脩 考

核 図版6e-29

骸

I一人」ワ7 骸 速質頁岩 図版69-30

第40図  I区 5層出土遺物中0
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〈I区 6層〉

層上面及び層中から遺物が出土している。石器が125点出土している。そのうち18点は木根の撹乱や倒木痕跡の 6

層レベルから出土したものである。石器は調査区の中央から】ヒ半部にかけて多く出上している。

層の傾斜は北西部が最も高く、東側に徐々に下がっている。石器は傾斜がとくに緩くなっている部分に多く出土し

ている。中でもAFoAG-28・ 29、 AI-24・ 25、 AI-27・ 28、 AJ-30の 4ケ所のグリッドを中心とした 4ケ所に遺

物が集中して出土する部分が認められる。

♂FノT「
、
g、

ィti.■ う
rく

、こ―と

'/

出 上 位 置 層 位 種  別 長×幅 X厚 (ca) 聾」L(g) 石     材 備

石英安山岩 磨一面面                           図版∞ -32

榛  石  器 瑛灰岩 (緑色化) 康一面端、側面                         置版69-33

倒  木  戻 礫  石  器 石英安山岩 敲―両端                           図版60-34

樹  木  戻 礫  石  器 石英安山岩 凹―両面                           図版69-35

第41図  I区 5層出土退物|〕



AFoAG-28・ 29グ リッドの遺物集中出

土部分では、約 8× 5mの範囲内に39点の

石器が出土している。石器はヘラ状石器 1

点 (第43図 3)、 ナイフ形石器 1点 (同 2)

の他は全て剥片である。景

`片

には接合関係

はないが、同一母岩と考えられる資料がい

くつかみられる。石材は流紋岩である。

AI-24・ 25グ リッドの遺物集中出上部

分では、約 4× 2mの範囲内に 8点の石器

が出土している。全て剣片であり、同一母

岩と考えられる資料はみられない。

AI-27・ 28グ リッドの遺物集中出土部

分では、約4.5× 2.5mの範囲内に15点の石

器が出上している。全て崇J片であり、接合

関係はないが、同一母岩と考えられる資料

もみられる。

AJ-30グ リッドを中心 とした遺物集中

出上部分では、約 3× 3mの範囲内に12点

の石器が出土している。全て剥片である。

微細崇J離痕の認められるものがあり、同一

母岩と考えられる資料もみられる。

AGラ インのベル トの北半部及びAD―

32グ リッドの 6層の土壌を水洗選別した結

果、チップ及び崇I片が検出された。
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第42図  I区 6層石器出土状況
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陛

5 cll

出 上 位 置 層 位 種 別 長 ×幅 ×厚 (∝) 重二(g) 材

石     鏃 瑳化凝灰岩 (角豪合む)

藤又岩 図版70-l

箆 状 石 督 操灰岩 図版70-3

箆 状 石 騒 玉鶴 図版70-4

第43図  I区 6層出土石器



〈I区 7層〉

層上面及び層中から遺物が出土してい

る。石器が42点出土 している。そのうち

4点は木根の撹乱や倒木痕中の 7層 レベ

ルから出土したものである。石器は調査

区の東半部に多く出上している。

層の傾斜は西側が最も高く、南東に向

かって徐々に低くなっているが、上位の

層よりさらに傾斜は緩 くなっている。よ

り傾斜の緩い平場状の部分に石器の出土

は多くなっている。中ではAG-24・ 25、

AI-28グ リッドで 3点ずつ近接 して出

土している部分はあるが、集中して出土

している部分はなく、全体に散在してい

る状況である。石器は祭J片石器37点 と礫

石器 5点あ り、祭J片石器は全て剣片で二

次加工の認められるものもある。

AGラ インのベル トのゴヒ半部及びAJ―

29、 AK-27グ リッドの 7層の土壌を水

洗選別した結果、若千のチップが検出さ

れた。
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第44図  I区 7層石器出土状況

出 上 位 置 層 位 種 別 長X tt X厚 (∝) 既  (g) 石     材 考

二次加工劉片 羨灰岩

剣     片 浜灰岩

剣     片 瑳化浜灰岩 (ややべき玉化進む)

環  石  零 石英安山岩 激―両端                            図版70-2

第45図  I区 7層出土石器



〈I区 8層〉

層中から遺物が出上している。石器が14

点出土している。そのうち 3点は木根の撹

乱及び倒木痕中の 8層 レベルから出土した

ものである。

層の傾斜は上層と同様に西側から南東方

向に徐々に下がってお り、層の傾斜に沿っ

て石器が出土している。石器は調査区中に

散在してお り、まとまった出土状況はみら

れない。石器は祭J片石器13点、礫石器 1点

である。剣片石器は全て崇J片である。微細

象J離痕が観察されるものがあるが、同一母

岩のものはみられない。

AGラ インのベル ト北半部の 8層の土壌

を水洗選別 した結果、チップが検出された。

AI・ AJ-28グ リッドの土壌水洗も行ない、

チップ・ 象J片が若千検出されているが、倒

木痕にかかってお り、 8層以外のものが混

在しているものと考えられる。
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出 上 位 置 層 位 儀 別 長×福×厚 (∝) 重二(g) 備 考

割     片 差化擬灰岩

樹  木  痕 玉饉 図版70-5

衝  木  痕 剣 片 基化浜医岩

鶴  木  戻 割 片 凝灰岩

第47図  I区 8層出土石器(1)



くI区 9層〉

層中から遺物が出土している。石器が

27点出土している。そのうち木根の撹乱

の 9層 レベルから2点出上している。

層の傾斜は、西側が高く東に向かって

徐々に低くなり、南東側への傾斜がやや

急になっている。傾斜の最も緩い部分か

ら南東側がやや急になる変換部を中心に

石器が出土しており、調査区中央部に多

い。出土状況はAG-25、 26、 30、 31グ

リッドで各々3点ずつ近接して出土して

いるが、集中して出土している部分はな

く、全体に散在している状況である。石

器は16点の崇J片石器とH点の礫石器があ

る。まJ片石器は全て祭I片で二次加工の認

められるものもある。礫石器は表面が摩

滅しているが、敲打痕及び磨面の認めら

れるものがある。

AG-25グ リッドの 9層の土壌を水洗

したが、チップ、祭j片はほとんど検出さ

れなかった。AI-28・ 29グ リッドの土

壌水洗選別を行ない、チップ、剣片が考

干検出されているが、倒木痕にかかって

おり、 9層以外のものが混在しているも

のと思われる。

第48図  I区 8層出土石器(2)

I AD I AEI AFI

32

31

30

29

28

27

26

25

31

30

29

AC I

28

πK I
λL I

|

1虚
|二稲 中

第49図  I区 9層石器出土状況

出 上 &置 層  位 種  別 長 X幅 ×厚 (ca) 重二(g) 備 考

鶴  木  戻 遂質買岩

石英安山岩 戴一端部                           図版70-6

出 上 位 置 層  位 種  別 長×幅×厚 (ca) 重二 (g) 鶴

割     片 逆質頁岩

第50図  I区 9層出土石器(1)
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第52図  I区 10層石器出土状況

〈I区 10層〉

層上面から遺物が出土している。石器が45点出土している。

層の傾斜は西側が最も高く、南東隅に向かって徐々に下がっている。石器はやや傾斜が急になる傾斜の変換部近く、

調査区の南部に集中して出土している。石器は祭J片石器が33点、礫石器が12点出土している。崇J片石器は全て剣片で

ある。礫石器は摩滅が著しいが敲打痕がみ

らオとる。

また、上層 (8層 )で検出された倒木痕

中の10層 レベル以下で29点の石器が出土し

ている。景↓片石器26点、礫石器 3点である。

手J片石器はナイフ形石器 1点 (第47図 -2)

の他は全て崇J片である。これらは 8層の遺

物の頃に示 した。

H上 位 置 層 位 種 別 長Xtt X厚 (cE) 重■(g) 備

石     熊 選質貢岩 図版70-7

I一AJヤ6 礫  石  器 花臓岩 波一端部、側面                         図版70-8

凛  石  器 石英安山岩 磨一面面                            図版70-9

第51図  I区 9層出土石器(D

I AD I AE I AF I AC I AH I AI I AJ I AK I

出 上 位 置 層 位 憲  別 長X tt X厚 (a) 難   (g) 石     材 備 考

石英安山岩 腋一面j4、 側面                        図版和-10

第53図  I区10層出土石器 47
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第54図

くⅢ区 5層〉

層中から遺物が出土している。石器が12点出土している。

そのうち 5点は倒木痕、木根跡の 5層 レベルから出土した

ものである。石器は調査区の南東寄 りに多く出土している。

層の傾斜は北西部が最も高く、南東側に徐々に下がって

おり、南端近くで傾斜がやや急になっている。その傾斜の

変換部分を中心に石器が出土している。出土状況はAO―

45グ リッドで集中して出土する部分が認められるが、他は

調査区の南半部に散在している状況である。

AO-45グ リッドの遺物集中出土部分では約 1× lmの

範囲内に 5点の石器が出土している。うち 2点は木根跡か

らの出上であるが、5点 ともに同一母岩のものと考えられ、

本来 5層中のものであると考えられる。全て祭!片である。

AI I AJ I AK I AL AM I AN I AO I AP
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・ V区遺物出土状況 ( )内は層位
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石英安山岩 図版イO― ■

第55図 Ⅲ区 5層出土石器(1)
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第56図 Ⅲ区 5層出土石器(D

〈Ⅲ区の 6a層〉

層上面及び層中から遺物が出上している。石器が 8点出土している。

そのうち 4点は倒木痕、木根跡の 6a層 ンベルから出土したものである。

層の傾斜は】ヒ西部が最も高く、南東側に徐々に下がっているが、上層

よりやや傾斜が緩やかである。遺物は調査区の南半部に散在しており、

集中して出土する部分は認められない。石器は全て剣片であるが、同一

母岩と考えられるものはない。

―
△

o               5cul

出 上 位 置 層  位 種 別 長×幅×厚 (cH) 重二 (g) 備

制 石英安山岩質浜灰岩

剣 片 石英安山岩質環k岩

割 片 石英安山岩質浜灰岩

倒  木  痕 剣     片 石英安山岩質浜灰岩

開  木  痕 割     片 石英安山岩質狭灰岩

出 上 位 置 色 蒻1 長×幅×厚 (cE) 簸  (g) 備 考

鶴  木  痕 剣     片 差質頁岩

第57図 Ⅲ区 6a層出土石器

〈Ⅲ区6b層〉

層中から遺物が出土している。石器が 7点、土器が14点出土している。

そのうち石器 5点 と全ての上器は、倒木痕、木根跡の 6b層 レベルから

出土したものである。土器は全て胎土中に植物繊維を含んでいるが、器

形、文様等が判明するようなものはみられない。石器は祭J片石器が 3点、

礫石器が 4点である。祭J片石器は全て祭J片であり、同一母岩と考えられ

るものはない。礫石器には磨面及び敲打痕が認められる。

AO-45グ リッドの 6b層の土壌を水洗したが、象]片が 1点検出され

たのみである。

出 上 位 置 層 位 臨 別 長 X幅 ×厚 (cE) 重二 (ど ) 石     材 確 考

樹  木  捩 剣     片 石英安山岩

第58図 Ⅲ区 6b層出土石器(1)
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〈V区 5層〉

層中より遺物が出土している。石器が32点出土している。

層の傾斜は西側が高く、南東及び南側に徐々に下がっており、

斜面上部の傾斜が緩やかで、等高線が南北方向から東西方向に

変わる部分を中心に石器が出土している。出土状況はAD-48、

AH・AI-47グ リッドで集中して出土する部分が認められるが、

その他のものは 2ケ所の遺物集中部の間に散在している状況で

ある。

AD-48グ リッドの遺物集中部分では、約1.5× 0.5mの範囲

内に 8点の石器が出土している。石器には彫刻刀形石器 2点、

スクレーパー4点、ノンチ 1点、剣片 1点があり、全て盛質頁

岩である。

AH・AI-47グ リッドの遺物集中部分では、約 2× lmの範

囲内に 8点の石器が出土している。石器には彫刻刀形石器 2点、

スクレーパー 1点、彫刻刀スポール 1点、崇I片 2点、チップ2

点があり、剣片 1点が玉髄である他は全て基質頁岩である。

47ラインを中心に石器が出土した付近の土壌を水洗選別した

結果、チップ、剣片が検出された。

出 上 位 置 層 位 種  別 長X欄 ×厚(∝) 霊  (g) 石      務 備

倒  木  痕 礫  石  讐 石英安山岩 政―質面、凹―片面                      図版70-12

働  木  痕 礫  石  器 浜医岩 (緑色化) 取 ~璃邸                         図870-13

第59図 Ⅲ区 6b層出土石器(2)

出 上 位 置 層 位 毯  別 長×幅×厚 lcn) 衛uL(g) 石      打 確

石     態 送質頁岩 図版 70-14

銭賓貢岩 図版70-15

第60図 Ⅳ区 5層出土石器
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出 上 位 置 居 位 振 別 長×悟Xttlca) 重二(g) 石 材 備 考

影  列  刀 華質頁岩 図版 70-16

形  刻  刀 遊質頁岩

影   列  刀 藍質買岩 図廠 70-18

影  刻  刀 瑳質頁岩 図版70-10

影  列  刀 瑳質貞岩 図版70-20

第61図 Ⅳ区 5層出土石器(2)
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出 上 位 置 層  位 種  別 長×幅 X厚 (tB) 雪」【(g) 備 考

盛質頁岩 図版70-21

流紋岩 図解 O-23

崖質頁岩 図版70-24

差質頁岩 図版70-22

遊質貫岩 図膨 O-25

遊質頁岩 図版70-26

第62図 V区 5層出土石器(0
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(6+67図 2)
合状況

出 上 位 置 層 位 種 別 長×幅×厚 lcn) 重二 (g) 材 備

節 逆質買岩 徴細剖巌痕有り

割 瑳質貫岩 寂翔割騰痕有り                         国版70-32

割 玉鶴 図版70-33

制 片 黒隠石 図版70-34

劉 建質貢岩

核 瑳質買岩 VttNE 2と 接合                        園版70-35,36

第64図 Ⅳ区 5層出土石器(5)
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第65図 Ⅳ区5層倒木痕出土石器

〈Ⅳ区6a層〉

層中から遺物が出土している。土器が 7点、石器が 8点出土しているが、土器 7点は倒木痕の6a層 レベルから出

上したものである。

層の傾斜は西側が最も高く、南東から南側に徐々に下がっている。石器は調査区内に散在しておりまとまった出土

状況はみられない。石器にはナイフ形石器 2点、彫刻刀スポール 1点、尖頭器 1点、景J片 4点があり、妻J片には二次

加工の認められるもの、 5層出土の石核と接合するものがある。

47ラ インを中心に石器が出上した付近の上壌を水洗選別した結果、チップ・剣が検出された。

3

趨―ぉ饉
|

ノ >
0                 5 cll

3

出 上 位 置 層 位 種 別 長×幅×犀 lca) 既  (g) 石      材 捕

樹  木  戻 釧     片 石英安山岩質豪灰岩

倒  木  痕 創     片 瑳化凝Ⅸ岩 (ややべき玉イヒ進と)

倒  木  HR 田      片 瑳化浜医岩

ｎ

ｕ

＼

伊

I

⌒ ―
過

出 上 位 置 居 位 色 別 長×幅 X厚 (a) 重二(g) 石     材 備 考

連質頁岩

歳質頁岩 図版70-38

影刻刀スポール 瑳質貢岩 図版 70-39

尖  顔  器 瑳化浜灰岩 (白色化、細粒) 図版70-40

石英安山岩質浜医者 因版70-42

第66図 Ⅳ6a層出土石器(1)
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第67図  V区 6a層出土石器(D

くⅣ区6b層〉

層中から遺物が出土している。土器 2点、石器 9点出土しているが、土器 2点と石器 2点は倒木痕の6b層 レベル

から出土したものである。

層の傾斜は上層と同様に西側が最も高く、南東から南側に向かって徐々に下がっており、特に南側の傾斜が急にな

っている。石器は調査区の南東側の緩斜面から出土しており、傾斜の最も緩い部分、AH-47グ リッドに集中して出
土する部分が認められる。その他は南東斜面に散在している状況である。

AH-47グ リッドの遺物集中出上部分では、約 1× 0.4mの範囲内に並ぶように 4点、さらに約 2m離れて 1点の

石器が出土している。石器は全て崇↓片及びチップである。その他の石器は剣片及び礫石器である。

AH-47・ 48グ リッドを中心に石器が出土した付近の土壌を水洗した結果、チップ、崇↓片が検出された。

贔

〈Ⅲ・ V区 7～ 8層〉

7層では、Ⅲ区で土器 1点、石器 2点、V区では 7層の下部から石器 3点が出土している。 8層ではⅢ区で石器が

3点出上している。以下の層では遺物は出土していない。Ⅲ区の 7層出上の土器と石器の各 1点は、倒木痕の 7層 レ

ベルで出土したものである。

7・ 8層 ともに西側から南東および南側に向かって徐々に下っており、南側がやや急傾斜で南東側は緩やかな傾斜

になっている。石器は傾斜の緩やかな部分に散在している。

7層の石器はⅢ区が礫石器、V区が祭]片石器、 8層の石器は崇J片石器 1点、礫石器 1点である。剣片石器は全て象!

片であり、礫石器には敲打痕が認められる。

出 上 位 置 層  位 低  別 長×幅×厚 (ca) 重■ (g) 石     材 備

剣     オ 差質頁岩 徴細劉藤痕有り                         図版70-■

劉     オ 瑳賓貫岩 64蜃 h6と 接合                        園版70-43

V―AJ■ 2 翻     片 玉鶴

出 上 位 置 層 位 題 別 長X幅 ×厚 (ca) 重二 (g) 材 備 考

形舅刀スボー 差質頁岩 隠版70-44

劉     オ 石英安山岩質浜灰娼

第68図 Ⅳ区 6b層出土石器
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"1

長Xtt X厚 (ca) 重激(g) 備 考

劉 操医岩 (緑色化)

劃 漿灰岩

割 道化擬灰岩 (角操を含む)

礫  石  器 張灰岩 (繰こ化 ) 散―両端                            図版Ю-45

礫  石  器 石英安山岩 敲一端部、側面                        図版70-46

第69図 Ⅲ、V区 7～ 8層出土石器

第 1表 土壊水洗により検出したチップ数

位  置 層位
数と。重二 (g)

a tn未満 5題未満 l CE未 満

ベルト

'日

用

】じ半

A129

ル ト北側

AJ 28

位  置 層位
教二・重二 (g)

8日本消 SE未満 I ca未 満 l kjD以 上 尉 片

AC“ 74制広



第 2表 出土剣片数  ()=倒木反 木根痕より出上した点数

17(2)

3(3)

第 3表 石器の石材  ()=層中での%倒木痕出土の物を除く
区・ 題類 層 凝灰岩

岩
化
灰
色
凝
森

石炭安山岩
質撲灰岩

速化瑛医岩
差化漿灰岩

石英安山岩 瑳質頁岩 頁岩 花ヨウ岩 玉ずい べき三 他

I区・到オ 表土・表採 2,(25)

22(29)

61(22) 33(12) 71(2C) OfttHぷ `

11(11) I(11)

5(14)

3(30) 3(30) 1(10)

2(12)

6(86)

5(100)

1(100)

0(67) 1(11) 符件耳
嘩

Ⅱ区・剥片 表土・表採

2(07)

皿区・剥片 4(80)

3(75)

Ⅱ 区・ 蝶 1(50)

V区・剥片 表土・表採

1(1011)

26(88)

4(58)

7

V区・ 礫 5 1(100)



Ⅵ。まとめ

1.古代の遺構と遺物について

古代の遺構として竪穴住居跡 1軒が検出された。出土した古代の土器は土師器芥、甕、須恵器芥がある。土師器は

いずれも成形に際してロクロを使用しているものである。土師器界は底部を欠いており、底部の切離し技法は不明で

ある。内面にミガキ及び黒色処理が施されている。甕は長胴形のもので外面の体部下半にケパリが施されている。こ

れらは表杉ノ入式 (氏家 :1957)に属するものと考えられ、平安時代のものと考えられる。須恵器芥は底部の切 り離

し技法が回転ヘラ切 りで、切り離し後の調整は見られない。土師器と同様の年代が考えられる。竪穴住居跡は遺構の

遺存状況が悪く、カマドは遺存せず、周溝、柱穴、その他の施設についても不明であるが、遺物の年代から平安時代

のものであると考えられる。

2.縄文時代の遺構と遺物について

縄文時代の遺構として竪穴住居跡 2軒、土坑31基が検出された。出土した縄文時代の遺物は、土器と石器である。

土器については大部分が胎土中に植物繊維を含んだものである。全て破片であり、全体の器形を復元できる資料はな

い。文様については、土器の内・外面に只殻条痕文が施されたもの、外面に縄文、内面に貝殻条痕文が施文されたも

の、内・外面に縄文が施文されたもの、外面に縄文のみが施文されたものなどがある。なかには体部の中央に刻日文

あるいは貝殻頂部を押圧した隆線文や隆帯が巡っているもの、細い粕土紐を貼 り付けた隆線文によって幾何学的な文

様を描き、内部に短い沈線文や刺突文が施文されたものや、外面の体部に縄文、日縁部近くに貝殻条痕文、内面の体

部に只殻条痕文、口縁部近くに縄文が施文され、縄文が付けられた隆線文が巡るものなどがある。また、外面に縄文

のみが施され、内面に条痕文が見られないものについては、羽状縄文がほとんどみられず、斜行縄文のものが大部分

である。これらの上器の出土状況は遺構内堆積土中及び基本層各層中から混在して出上しており、層位的に一括性や

規則性はみられなかった。以上のことから胎土中に植物繊維を含んだ土器については所謂条痕文土器及び縄文条痕土

器が中心となっていると考えられ、柴田町上川名貝塚の下層 (加藤 :1951)や小牛田町素山貝塚の上層 (伊東 :1940)

から出土した土器に類似しているもの、石巻市梨木畑貝塚 (林 :1964)、 七ケ宿町小梁川遺跡 (真山他 :1987)、 塩釜

市船入島貝塚の下層 (加藤 :1954)か ら出土した土器に類似したものが認められ、早期後葉から末実にかけてのもの

であると考えられる。この中には外面、内面ともに貝殻条痕文が認められないものがあり、それについては若干時期

が新しくなることも考えられるが、羽状縄文がほとんど見られず、貝殻条痕文が施文されていなかったものかどうか

は不明であり、縄文条痕土器の盛行以前のものか以降のものかは層位的な関係からも男らかにはできず、前期初頭ま

で時期の下るものが混在していることも考えられる。

竪穴住居跡は遺存状況が悪く、柱穴、炉、その他の施設についても不明であるが、出上した土器が胎土中に植物繊

維を含むもののみであることから、早期後棄から前期初頭のものであると考えられる。土坑については平面形が長方

形及び隅丸長方形、楕円形のものと長楕円形の所謂棄巻形のものが認められる。前者には底面にピットが認められる

ものがある。また、長精円形のものには両端部がオーバーハング状になっているものがる。これらの土坑は、形態か

ら陥穴、落し穴と呼称されている遺構であると考えられる。配置関係は等高線に対して平行なものが多く、特に緩や

かな尾根状になっている部分に多くなっており、長精円形のものは全てこの部分に配置されていたことが考えられる

が、茂庭けんとう城 (金森 :1990)の ような 2個で 1対をなして配置するような例はみられなかった。また、長精円

形のSK5と長方形のSK 2が重複関係にあり、SK 2がSK 5を切っていることからSK 2が新しいことが分かるが、

その他のものは長精円形のものとそれ以外のものの時期的な関係は不明である。遺構の性格から遺物を出土した土坑

は少なく、遺物の量も少ないため詳細は不明であるが、出土した土器には胎土中に植物繊維を含んだ早期後半～前期

初頭と考えられるものが多い。中には後期前半と考えられる土器を出土するものもある。このことから土坑の時期は

早期後半から前期初頭を中心として後期にかけてのものがあると考えられる。



3.旧石器時代の遺構と遺物について

旧石器時代の遺物包合層が I区及びⅢ・ V区で検出された。 I区では第 6層から第10層上面までの 5枚が遺物包含

層である。Ⅲ区では第 5層から第 8層までの 5枚が遺物包含層であり、V区では第 5層から第 7層までの 4枚が遺物

包合層となっている。 I区の第 5層においても旧石器時代に属すると考えられる石器が出上しているが、同層中より

縄文時代に属すると考えられる土器や石器が混在して出土しており、純粋な旧石器時代の遺物包合層ではなく、二次

的な包含層であると考えられる。Ⅳ区の第 7層の上部 (7a層 )は「川崎スコリア層」を含む固結部に相当するもの

と考えられ、 I・ Ⅲ区の第 7層には、同様のスコリアが含まれている。このことからI区の第 7～ 10層上面及びⅢ・

V区の第 7・ 8層は、約 3万年前の年代を示すスコリア層より下位の層序を示し、前期旧石器時代のものであると考

えられる。

後期旧石器時代の石器については、 I・ Ⅲ区から出土した石器は、祭↓片石器と礫石器がある。祭I片石器は大部分が

祭J片であり、Toolはほとんど見られない。同=の石材、同一母岩と考えられる剣片が多い。特に I区では石核も出

上しており、接合関係もみられることから石器の製作に関係する場所であったことが推定される。それに対してV区

の場合は第 5層においてナイフ形石器、スクレーパー、彫刻刀形石器、ノッチ、尖頭器などのToolが多い。石材に

ついては、第 3表に掲げたとおりである。 I・ Ⅲ区では凝灰岩、石英安山岩質凝灰岩、産化凝灰岩が多く、頁岩、珪

質頁岩は極く少ないという比率を示すが、V区では多くが珪質頁岩であり、その他の石材は少ないという比率を示し

ている。これはToolの数の違いによるところが大きいものと考えられる。頁岩は山形方面から持ち込まれたもので

あると考えられる。その他の石材については地元で産する石材が多く、特に I区では多くの石核、剣片が凝灰岩、石

英安山岩質凝灰岩、珪化凝灰岩である。礫石器には端部や側面に敲打痕や磨痕が認められるものがある。

前期旧石器時代の石器についても同様に剣片石器と礫石器があるが、剣片石器は大部分が剣片であり、Toolは I

区の第 8層で検出された倒木痕中より出土したペン先形ナイフ等があるのみである。石材については凝灰岩、珪化凝

灰岩が多い。石器の組成については出土数が少なく、規則性、まとまりも見られず詳細は不明である。また、Ⅳ区の

第 7層上面で溝状の土坑が 1基検出されたが、人工的なものか、自然営力によるものかは不明である。

今回の報告では検出遺構と出土遺物の掲載のみで、個々の遺物の分析、検討については十分に行い得なかった。多

量の祭J片資料、接合資料などの詳細な分析と検討、石材の産地の特定などによって遺跡の性格や位置付けが明確にな

るものと思われる。
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SI-3 住居跡 (西より)

図版 7 住居跡ビット1(西より)
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図版45 1区 7層石器出土状況 図版47 (第50図 1)石器出土状況 (西より)
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図版55 Ⅳ区西壁断面 。中央南寄 (東より) 石器出土状況 (西より)図版58 (第61図 1)



，
■ぐ
〓
一
工^
輩

一ｒ

illllill覇||liir静.器
図版63 Ⅳ区 5層石器出土状況 (北西より)(第61図 2)石器出土状況 (西より)
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図版64 Ⅳ区 5層石器出土状況 (東より)

図版65 (第66図 1)石器出土状況 (東より)

，
Ｖ

図版61(第 62図 3、 6

図版66 SI-3 住居跡出土土器
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